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～わたしの自慢の場所～～わたしの自慢の場所～緑と清流のまち 日野 緑と清流のまち 日野 
東京都のちょうど真ん中あたりにある日野市。北には多摩川、中央には浅川。それぞれの川

から取水する用水路、台地・丘陵地からの湧水、程久保川。緑地や散策路、果樹園や畑、田ん

ぼ。日野市には、未だ多くの水と緑の資源が多く残っています。

そんな多くの資源を有効に活用していこうと、公園や親水路、気軽にウォーキングやサイク

リングを楽しむ河川敷、丘陵地の散策路など…様々な場所がありますが、まだまだ日野市内に

は良いところがたくさんあると思います。

その中で「日野市にはこんないいとこあるよ！」と是非皆さんに知ってもらいたい・自慢し

たい場所をこのページで定期的に紹介していきたいと思います。清流ニュースは市役所関連施

設に配布をしており、市外の方も見られる機会があります。日野市の良さを発信していきたい

と思いますので、皆さんの自慢の場所があれば是非教えてください。

●応募要項

・撮影範囲 日野市内の「緑と清流」に関わる写真（生きものや風景、街並み、人との関わりなど）

・応募条件 JPEG形式の写真データ（※無ければプリントアウトしたものでも可ですが、スキャン
する際、実際の写真と色合いが変わることがあります）、極端な加工をしていない写真

・応募方法 メールまたは窓口（※データ提出の場合、CD Rに焼いたものでお願いします。）
必ず以下の情報を記載または添付してください。
①氏 名（記事にお名前の記載可否も記入願います。）
②年 齢 ③ご住所（返却の際に使用します。）
④写真を撮った詳細な場所（所在地や名称） ⑤自慢の理由

・応 募 先 郵 送 〒1918686日野市神明1121 日野市役所 緑と清流課 清流ニュース担当 宛て
メール seiryu＠city.hino.lg.jp

所在地：日野本町61先仲田の森蚕糸公園

自慢の理由：仲田の森蚕糸公園は、その名の通り

公園内に「農林省蚕糸試験場日野桑園第一蚕室」

（通称桑ハウス）があります。平成29年６月28日

に桑ハウスは国登録有形文化財となり、日野市で

は初めての国登録でした。他にも公園内には、素

掘りの水路が流れていて、途中で２つに分岐し、

小島になっている部分は子ども達の遊び場にもなっ

ています。歴史と自然が味わえる、そんな場所だ

と思いますので、ぜひ一度訪れてみて下さい。

多摩川･浅川･根川合流点

自慢の理由：多摩川・浅川・根川、この３つの川

がなだらかに合流するこの場所は、まさに日野市

が水の郷と呼ばれる所以ではないでしょうか。こ

の少し下流には浅川と程久保川の合流点もあり、

４つの川がぶつかることになります。普段は静か

で穏やかな雰囲気のこの場所は、河川敷を散歩す

る人や、川に集まる様々な鳥たちを見ることが出

来ます。その反面、大雨や台風の恐ろしさが、土

砂を削り取った形をみると分かります。自然を色々

な面で感じられる場所、ぜひ訪れてみては。

所在地：クリーンセンター先、浅川下流
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日
頃
か
ら
、
日
野
市
普
通

河
川
占
用
業
務
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
年
、
「
日
野
市
普
通
河

川
等
管
理
条
例
」
に
基
づ
き

用
水
路
等
の
普
通
河
川
を
占

用
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
占
用

料
請
求
書
及
び
納
付
書
を
送

付
し
、
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

４
月
中
に
請
求
書
及
び
納

付
書
を
発
送
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
、
納
付
し
て

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
を
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
河
川
占
用
の
継
続

申
請
の
手
続
き
の
用
紙
を
２

月
に
該
当
の
方
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
方
は
手
続

き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
請
書
等
を
失
く
さ
れ
て
し

ま
っ
た
方
は
、
緑
と
清
流
課

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

普普
通通
河河
川川
占占
用用
料料

納納
付付
のの
おお
知知
らら
せせ

社会福祉法人東京光の家では、平成30年４月から旭が丘中央公園の清掃等を、日野市から業務委

託を受けて行っています。

光の家を利用する障害を有する方々が中心となって、職員と共に地域の一員として何かお役に立

てる仕事は無いかと探していました。念願叶う仕事に巡り合え、皆で大喜び!!清掃道具の使い方

を覚えながら、１年を通し四季に合わせて必要な清掃を習得中です。

バスを待つ方、散歩中の方、グランドゴルフなどで公園を利用するご近所の方々から、ねぎらい

や励ましの言葉、そしてアドバイスを受けながら、毎日元気に一生懸命清掃しています。

社会福祉法人東京光の家 中河原 達 也

地域の一員として取り組む公園清掃

このように市内の公園の一部では、清掃や維持管理といった作業を委託しております。紹介をした光

の家の他にも、シルバー人材センター、自治会などの団体や一般の業者に業務委託をして、作業をして

いただいています。

今後も緑と清流課の業務にご理解・ご協力をお願い致します。

旭旭がが丘丘中中央央公公園園 光光のの家家維維持持管管理理紹紹介介

公園・緑地・水路といった生活していく上で、日野市では関わりが密接であるものを守っていく仕事

を、我々緑と清流課では行っております。自然相手な部分があり、難しい面もあって苦労はしますが、

その分、市民の皆さんが楽しそうに利用している姿や、様々な生き物が見られる所であることを感じる

と、その苦労も報われるかなあと思います。

日野市だけでたくさんの公園や水路等を管理していくのは難しく、業者に作業を依頼したり、地域に

住んでいる方にご協力をいただいたり、委託契約をして維持管理をしてもらったりしています。その中

で、今回は旭が丘中央公園の維持管理をしていただいている、社会福祉法人東京光の家を紹介いたします。
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●
河
内

こ
う

ち公
園

（
街
区
公
園

120））

所
在
地

：

百
草
２
０
１
５
／
面
積

：

１
７
０
３

㎡
／
開
園
日

：

平
成
４
年
４
月
１
日

こ
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌

で
は
「
河
内
之
村
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。そ
れ
は
、
天
正
の
は
じ
め
頃
、
越

前
の
国
（
現
福
井
県
）
の
豪
族
、
朝

倉
義
景
（
天
正
元
年
・
１
５
７
３
・

織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
た
）
の
一
族
、

河
内
守
在
重
と
い
う
人
が
、
こ
の
地

に
来
て
土
地
を
拓
き
、
定
住
し
た
の

に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
天
正

19年

（
１
５
９
０
年
）
の
記
録
（
制
札
）

に
は
、
村
名
が
「
お
ち
川
之
村
」
と

な
っ
て
お
り
、
更
に
江
戸
時
代
に
な

る
と
、
落
川
村
は
上
落
川
村
と
下
落

川
村
と
に
分
か
れ
、
上
落
川
村
は
別

に
「
河
内
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

●
落
川

お
ち
か
わ河

原
か

わ
ら公

園
（
街
区
公
園

197）

所
在
地

：

落
川
２
２
０
３
外
／
面
積

：

974㎡
／
開
園
日

：

平
成

25年
１
月

26

日

こ
の
公
園
名
の
由
来
と
な
っ
た
落
川
河
原
は
、

多
摩
川
の
氾
濫
に
よ
り
河
原
の
土
地
が
畑
と
し

て
利
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

元
で
は
通
称
河
原
畑

か
わ
ら
っ
ぱ
た
けと
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

近
年
こ
の
付
近
の
宅
地
化
が
進
み
、
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と

な
り
、
組
合
名
を
日
野
市
落
川
河
原
土
地
区
画

整
理
組
合
と
し
、
公
園
名
を
落
川
河
原
公
園
と

し
ま
し
た
。

公
園
名

の由由由
来来来

（C）2017PASCOCORPORATION.
（C）2017INCREMENTPCORPORATION.
いかなる形式においても著作権者に無断でこの地図の全部または一部を複製し、利用することを固く禁じます。

（公財）日野市環境緑化協会と市の

共催で、４月１日（月）から５月31

日（金）までの期間に緑の募金運動

を重点的に実施します。

この募金は、学校や公園など身近

な地域の緑化推進や緑地の整備等に

使われます。

緑豊かなまちづくりのため「緑の

募金」にご協力をお願いします。

「「「「緑緑緑緑のののの募募募募金金金金」」」」ににににごごごご協協協協力力力力をををを

地震発生時におけるブロック塀などの倒壊による被害を防止するため、撤去工事を行う場合、または撤

去してフェンスや生け垣を設置する場合に、塀の所有者に対して工事費用の一部を補助します。（平成30

年６月18日～９月27日にブロック塀などの撤去工事に着手した場合も、要件を満たせば対象となります。）

道路に面したブロック塀などについての相談を受け、市職員が現地を訪問し、外観目視による点検・

相談を無料で実施します。この制度は、工事着手前に必ず申請、審査が必要です。

お問い合わせ先 日野市まちづくり部都市計画課 住宅政策係 TEL：0425148371

ウウェェルルカカムムツツリリーーやや生生けけ垣垣でで
市市内内にに緑緑化化ををししまませせんんかか。。

市は、お子さんが生まれた方や転入された方又は新築さ

れた方などが記念樹を植栽する場合に歓迎を表し、ウェル

カムツリーとして苗木代を10,000円までを限度として補助

します。また、生け垣により緑化される場合も同様の補助

をします。

この制度は、工事着手前に必ず申請、審査が必要です。

お問い合わせ先 日野市環境共生部緑と清流課 公園緑政係

TEL：0425148307

ブブロロッックク塀塀ななどどのの撤撤去去おおよよびび改改良良にに対対すするる費費用用のの一一部部をを補補助助ししまますす



�よ
そ
う
森
公
園

田
ん
ぼ
の
あ
る
公
園

水
の
郷
日
野
を
代
表
す
る
水
辺

の
一
つ
で
あ
る
こ
の
公
園
は
、
平

成

14年

11月
か
ら
平
成

15年
３
月

ま
で
整
備
工
事
を
行
い
、
平
成

17

年
４
月
に
都
市
公
園
と
し
て
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

か
つ
て
こ
の
辺
り
は
「
八
丁
田
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
一
面
の
田
ん
ぼ

で
、「
よ
そ
う
森
」
と
い
う
名
は
、

塚
か
ら
田
を
見
渡
し
豊
作
や
不
作

を
「
予
想
」
し
た
の
で
そ
の
名
が

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
野
駅

か
ら
徒
圏
に
あ
る
た
め
、
宅
地
造

成
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

日
野
の
原
風
景
で
あ
る
水
路
の
あ

る
町
並
み
や
田
畑
が
消
え
て
い
く

中
、
農
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
、
公

園
内
に
た
ん
ぼ
を
残
す
と
と
も
に
、

素
堀
の
水
路
が
残
さ
れ
、
貴
重
な

自
然
環
境
と
景
観
を
今
に
残
し
て

い
ま
す
。

田
ん
ぼ
は
、
農
家
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
近
く
の
東
光
寺
小
学
校

と
公
民
館
の
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

に
よ
り
、
米
作
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

素
堀
の
水
路
に
は
小
魚
や
ザ
リ

ガ
ニ
な
ど
の
多
く
の
生
き
物
が
見

ら
れ
、
田
ん
ぼ
に
水
が
引
か
れ
る

と
小
魚
が
群
れ
を
な
し
数
種
類
の

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も
泳
ぎ
、
そ
れ

ら
を
追
い
か
け
る
こ
ど
も
達
の
姿

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

公
園
の
樹
木
も
大
き
く
な
り
、

野
鳥
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
冬
に
は
ア
ト
リ

の
群
が
訪
れ
、
夏
に
は
ツ
ミ
が
池

で
水
を
飲
む
姿
も
見
ら
れ
る
事
も

あ
り
、
多
く
の
生
き
物
に
と
っ
て

大
切
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
園
の
す
ぐ
脇
に
は
生
産
緑
地

が
あ
り
、
公
園
と
一
体
と
な
っ
て

素
晴
ら
し
い
景
観
を
造
っ
て
い
ま

す
が
、
近
年
一
部
が
住
宅
地
と
な

り
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
生
産
緑

地
も
近
い
将
来
無
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
声

が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

春
、
こ
ど
も
達
の
賑
や
か
な
声

が
戻
っ
て
来
る
季
節
で
す
。
い
つ

ま
で
も
こ
の
よ
う
な
景
観
が
残
っ

て
く
れ
れ
ば
な
あ
と
思
い
ま
す
。
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水水
辺辺

のの
ああ
るる
風風
景景

日日
野野

5500選選
選選

ばば
れれ

たた
水水

辺辺
をを
紹紹

介介
しし

まま
すす

由由
来来

「「「緑緑緑ののの
ウェ
市

ブロ

水
辺
の
あ
る
風
景
日
野

50選
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
２
０
１
７
年
の

12月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
、
２
月
で

12回
を
迎
え
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
は
基
本
的
に

毎
月
１
回
、
第
一
土
曜
日

に
開
催
（
月
に
よ
っ
て
は

お
休
み
あ
り
）
し
て
お
り
、

３
時
間
ほ
ど
の
内
容
で
数

か
所
の

50選
の
選
定
箇
所

を
訪
れ
な
が
ら
日
野
市
内
の
自
然
を
見
て
回
り
ま
す
。

直
近
で
は
、
上
田
用
水
～
新
井
用
水
、
浅
川
～
根
川

周
辺
、
３
月
は
日
野
用
水
の
取
水
口
で
あ
る
平
堰
～
日
野
用
水
上
堰
を
中

心
と
し
た
コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。
運
よ
く
、
３
月
の
日
野
用
水
を
巡
る

ツ
ア
ー
の
ゴ
ー
ル
で
あ
っ
た
日
野
駅
で
は
、
山
下
掘
の
見
学
が
行
わ
れ
て

お
り
、
郷
土
資
料
館
の
皆
さ
ん
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
の
案
内
人
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
「
み
ず
と
く
ら
す
・

ひ
の
」
の
方
々
に
は
、
こ
れ
ま
で
水
辺
の
あ
る
風
景
日
野

50選
の
案
内
の

標
柱
設
置
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
中
に
は
近
く
の
小
中
学
校
の
生
徒
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
作
品
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
利
用
し
た
案
内

オ
ブ
ジ
ェ
も
あ
り
ま
す
。
案
内
の
標
柱
や
オ

ブ
ジ
ェ
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
プ
レ
ー
ト
が
つ
い

て
お
り
、
プ
レ
ー
ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
水
辺

50選
紹
介
ペ
ー
ジ
に
と

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ

て
み
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
水
辺

50選
の

冊
子
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
の
で
、

合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
定
期
的
に
開
催

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

水 辺 50選

ガガイイドドツツアアーー紹紹介介



〈
ど
こ
に
で
も
い
る
？
〉

野
鳥
は
捕
ら
え
て
測
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
ス
ズ
メ
、
ム
ク

ド
リ
、
ハ
ト
、
カ
ラ
ス
と
比
べ
て

大
き
さ
を
把
握
し
た
り
、
表
現
し

た
り
す
る
と
よ
い
と
さ
れ
ま
す
。

知
ら
な
い
野
鳥
が
い
た
ら
「
ム
ク

ド
リ
く
ら
い
か
、
よ
り
小
さ
い
か
、

大
き
い
か
」
が
重
要
に
な
る
わ
け

で
す
が
、
ム
ク
ド
リ
は
北
海
道
な

ど
冬
を
越
さ
な
い
地
域
も
あ
る
し
、

南
西
諸
島
な
ど
分
布
し
て
い
な
い

地
域
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
開
け

た
環
境
を
好
む
の
で
、
山
や
森
の

中
に
は
い
ま
せ
ん
。

欧
米
で
は
、
ム
ク
ド
リ
と
い
え

ば
ま
ず
ホ
シ
ム
ク
ド
リ
（
英
名

C
o
m
m
o
n
S
ta
rlin
g
）
の
こ
と

で
す
。
日
本
で
は
珍
鳥
で
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
数
多
く
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
各
地
に
も
移
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
ム
ク
ド
リ
の
分
布
は
東

ア
ジ
ア
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

少
し
小
さ
い
コ
ム
ク
ド
リ
は
な
お

狭
く
、
繁
殖
地
は
サ
ハ
リ
ン
南
部
・

南
千
島
と
日
本
以
外
に
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
４
～
５
月
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
渡
っ
て
来
る
夏
鳥
で
、

日
野
市
で
は
飛
来
時
と
飛
去
時

（
９
～

10月
）
に
見
ら
れ
ま
す
。

〈
名
前
の
由
来
〉

名
前
の
由
来
に
は
、
む
く
ん
で

見
え
る
か
ら
と
か
、
ム
ク
の
木
の

実
を
好
む
か
ら
と
か
、
ム
レ

キ
ド
リ
（
群
木
鳥
、
群
来
鳥
）

が
元
に
な
っ
た
な
ど
、
諸
説

あ
り
ま
す
。
確
か
に
大
群
に

も
な
り
ま
す
が
、
年
明
け
以

降
、
群
れ
は
分
散
し
ま
す
。

春
に
は
ペ
ア
に
な
っ
て
、
繁

殖
が
始
ま
る
か
ら
で
す
。
ス

ズ
メ
や
セ
キ
レ
イ
、
カ
ラ
ス

な
ど
も
同
様
で
、
秋
に
集
団

ね
ぐ
ら
が
話
題
に
な
っ
て
も
、

春
に
は
分
散
し
ま
す
。

〈
歩
き
方
の
謎
？
〉

ム
ク
ド
リ
科
を
含
む
ス
ズ
メ
目

は
、
森
で
進
化
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
恐
竜
時
代
に
茂
っ
て

い
た
の
は
シ
ダ
植
物
で
す
が
、
種

子
植
物
の
森
が
で
き
る
と
、
虫
や

木
の
実
が
多
い
枝
先
を
採
食
の
場

と
し
て
、
小
さ
な
体
が
有
利
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ス
ズ
メ
目
は
日
本

だ
け
で
も

37科

226種
に
及
び
ま
す

が
、
ス
ズ
メ
サ
イ
ズ
が
多
く
、
カ

ラ
ス
科
の
例
外
を
除
け
ば
、
大
き

く
て
も
ム
ク
ド
リ
サ
イ
ズ
で
す
。

鳥
類
は
恐
竜
同
様
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
足
を
交
互
に
出
し
て
歩
く
）

で
し
た
が
、
森
の
中
で
枝
先
を
移

動
す
る
に
は
、
ホ
ッ
ピ
ン
グ
（
両

足
を
揃
え
て
は
ね
る
よ
う
に
移
動

す
る
）
が
適
し
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
ス
ズ
メ
目
の

多
く
が
ホ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
が
、
例

外
が
ヒ
バ
リ
科
、
セ
キ
レ
イ
科
、

ム
ク
ド
リ
科
。
彼
ら
は
い
わ
ば
森

を
出
た
小
鳥
で
、
地
上
を
採
食
の

場
と
し
た
た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
な
っ
た
（
戻
っ
た
？
）
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

文
（
公
財
）日
本
野
鳥
の
会

主
席
研
究
員
安
西
英
明

写
真

金
子
精
一

清
流
ニ
ュ
ー
ス

119号
が
、
平
成

最
後
の
号
と
な
り
ま
し
た
。
次
か

ら
は
新
し
い
元
号
の
下
、
発
行
と

な
り
ま
す
。

平
成
の
時
代
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊

や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
阪
神
淡

路
大
震
災
・
東
日
本
大
震
災
な
ど

と
い
っ
た
激
動
の
時
代
と
も
言
え

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
激
動
の
中
、
我
々
は
様
々
な
教

訓
を
得
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
元
号
が
変
わ
る
大
き

な
節
目
で
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
、
消
費
税

10％

に
引
き
上
げ
、
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
な
ど
、
慌
た

だ
し
い
一
年
に
な
り
そ
う
な
予
感

が
し
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
１
つ
で
も
多
く
、

日
野
市
に
住
ん
で
い
る
方
や
来
ら

れ
る
方
々
に
緑
と
清
流
の
ま
ち
と

し
て
、
安
ら
ぎ
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
用
水
路
や
公
園
、
緑
地
や
散

策
路
と
い
っ
た
施
設
の
維
持
管
理

を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
４
面
に
載
せ
た
「
緑
と

清
流
の
ま
ち
日
野
」
と
い
う
記
事

は
新
し
い
試
み
で
、
そ
れ
こ
そ
市

民
の
み
な
さ
ん
だ
け
が
知
る
場
所

や
、
い
つ
も
散
歩
や
ぷ
ら
～
と
訪

れ
て
い
る
場
所
な
ど
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
自
慢
の
場
所
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

清流ｎｅｗｓ ２０１９年４月１日 （8）

みどりの翼みどりの翼みどりの翼
WINGWINGWING

ムクドリの不思議

ああああ

とととと

がががが

きききき

雌雄は似ているが、比べると雄（右）のほうが黒味が強い。
雌（左）より淡い幼鳥は、５月下旬から見られる。

雄（手前）の求愛行動


